
149.彦根市妙楽寺遺跡出土の

湖東流紋岩製小形板碑と製作工程

1.はじめに

~般市術部にある総事ÞUIの京総に位置す る妙楽寺遺

跡(彦般市 M夏l町所在)で、昭和60年度に字曽川改修

工務に伴って発抑制迭を災:Ii(fiしたところ、室町時代後

半一一16世紀前半頃を中心とする集子高跡が検出された。

調査成よ誌の鮮制については、 r宇曽川災笹復旧助成事

業に伴う妙楽寺巡幼;... II (滋賀県教脊委員会 ・滋賀県

文化財保税協会 昭和61年)にゆずりたいが、この調

査で石造災術の研究にとってきわめて興味深い資料が

出土している.

調査で出土した石俗などの石遺品は、石仏6体(主

に小形板碑).:i:援印t苔の笠1点、組合せ式の五輪搭の

部材 3 点(~、塔身、基礎各 l 点}、一石五車富士苔 1 基で

ある.各石造品の材質l立、ほとんどが湖東流紋岩で舟

形の地磁石仏 l体がお前務岩であった.ζれら石造品

lま、妙楽寺遺跡では、石村を用いた各般の巡構一一例

え1;fi'tY;に伴う洗い場状a.fll'lの石村{みや石事IJなどに転用

して使用されたものである。

2.問題の所在

妙楽ミ手i立制出ニヒの石~品で特に関心をひいた点{立 、

遺紛の右組みなどにi転用された石造品が、現在墓地な

ど地上に残されている右iitJZに比べてはるかに風化が

少ないことである。それは、遺跡が16世紀後半頃に廃

絶し、それ以後今日まで約 400年の問逃紛が地下に埋

没していたためである。中でも報告舎に紹介された小

形板碑(写真)は、その保存状態も良〈、-~見て河

原、右を利用して製作したニとがやjるものであった。 こ

のように明書面に河原石の原石月比を会体に残した室町時

代後半の小形板碑1:'、滋賀県内ではけっして一般的な

ものではない.室町時代になって、県下各地で普遍的

に認められる小形板碑は、正前部分については1111"全

商に加工が施されているのが常である.たた'地域によ

って、使用される石材や細部の1ま匠に若干の相違があ

る.そのような分叙からみると、河原石加工の小形板

仰は、犬上川I~l成を中心とした地域の特色といえる。

河原石を利用した石造品については、会国各地に例

第 l図遺跡位置図(25，000分の I) 

第 2 図小形板~正面写真
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第 3図小形板碑実測図

がある.しかし、おit1品としては採集しやすい手近か

な石村を用いたものであるため、{祭れた石材産地の製

品に比べて安砲なものであるとの感は否めなかった。

ところが、中世の硯!11石村の採石技術を検討してみる

と、必ずしも ii!Jli;(析を利用した石造品の加工が安直な

ものであると台えない状汎となっている。例えば、i!i:

江でもJ江l絡め巾世布地災術の石村 m.r前岩)を供給し

た、郁子t~"1 日型J'(町 ii:~ヱにあるかったい谷の石.çJJ場の調

査から、 rl~世には今 U 凡られるように岩絵から石材を

切り出すのではなく、ゴムrl-'の玉有や岩重症の崩れを石材

として.f.IJmしたものであるとの結論を得ている。また、

や(;tt)中世右i丘災縛jのお付としては、日野町議王と双

墜をなす近江八幡市岩trの右材て'も問機である。岩倉

fflfの石村で製作された線合時代後JI1I(1)層賂では、笠の

袈而に玉右の原石脱がわずかに桟っていることが確認

されている.こうしたことから、中1貨の花依i岩に代表

される硬質石村の加工(;t、1i.おなど自然石を削 t)なが

ら主主形して行〈方法が主流ではなかったかと推定して

いる.そう々えれば河原おの利用も、きわめて中世的

な選択であリ、その原価tjl}J)'・の必要ーがあろう。

3_小形板碑の観察

出土状況 ここで検討しようとする小形板6ll!は、調査

を担当された伊陛功氏によれば、泣総lこ1'1;うものでは

なく 、i立総面よリ浮いた状態で、 i立物包含府中の泉石

より発見したむのであるという。

寸 法 小形板(i1¥!の行材はilill東i脳炎岩で、保存状態は

極めて良い。総高39.8cm、l以さは放火て"1O.4cmを測る。

古賀部は向き 7.5cm、枇大中l.¥2L4cmて...lT，tおJJJLのままの

索前である。官民よリ紋も淡いところで1.8cm彫りこん

で、 i笥さ 15.0cm 、 I~iti上端15.8cm、下総il6.0cmの給料を

哀IJみ、その中に弥陀定印必似ー休を半肉彫りしている。

弥陀坐像は、総~Jj14.Ocm、lin部長さ5.2cm、市幅4.8cm、

膝部最大幅lO.5cmをjJ(11t)、訊古11でO.8cm、休部でO.5cm

の厚さに彫られており、会体に下半部はど彫。)がi支く

なっている。またIl1ir偏に(!、目、ぬ、[]が務〈彫られ

ている.鎗郷の下端より下半(;t.、3cm.f'i1の幅でTri.石机

が削りとられているだけで、官民と問機lJ;i.ぉJUlのまま未

加工である.

加 工 小形級碑各部の1JfJ工I立、正iIliの弥陀坐像とそ

の鎗郊を別とすれば、加工(;t活f)釘I品j{j悶i偏とTJ1部山形の

二辺にのみ認められる . ニの 2 ヵ所は、板E阜の外lf~ を

形作るための}Ju工でるある。左.{i両日'"百j(止、石の節穫に
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① 比較的属平な河原石を選ぴ、まず製作しようとす

る板器専の天地告決める。

②河原石の左右を打割って、板碍の橘を決めてしま

つ。

@ 綾部の~さを決めて、 I頁郊の山形を整えるため、

宮買部と身部の境界線を彫りこむ。

④頂部の山形奇作るため、丸味のあるj京右のカーブ

を打欠いて三角形のニ辺を整える。

(様式図では大きな領1])キを拾いているが、実際には

何回かに介けて打欠いている)

⑤ 最後に表面を彫りこんで輪郭を作り、 中央に弥陀

坐{象を半肉彫りする。(板碍正面のアミ部分は、原石

肌を残す部分である。背菌は原石のままで、まった

く手を加えていない)

第 4函 小形板碑の製作工程
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t 白石 2 沖の島 3 :奥島山 4:八幡山 5 :貫主神山 6 安土城跡 7 :録音寺山 8 :電石山

9 :奨作山 10: JIa!1J山 It: ~野山 12布梅山 13 :秦荘町 1 ~:日野町 15:犬上川 崎ー字曽川

17:金必111 18・多賀町 19:宇曽111タム 20 :八尾山 21 :室開 22角井峠 23 :大萩 24・2吉ケ畑

25:日本コパ 26:永源寺町 27 :紅葉尾 28:佐eI 29甲津畑

そって打劉りの後、身昔11の{則前{立、総務1の凹凸をタゲ

ヰのようなもので前後している。また、 I賢官官の山形を

作るための鈎畿は打欠きによるものであるが、それ以

前に加工しやすいように、河原石のカーブが山形にi1i:
いところを意識的に選んでいる。 ζの他、板R専の正商

/;1:、河原石の表面Iの滑らかな部分を主主総して用いてい

る。ただ、土中に燈めこまれる正面下半部(県内では

一般的に、組<-t.-~犬に室長形されている)や、あまり 留

につかない背面は、頂部や領ほど形状や表磁の凹凸を

問題にしていない。

こうした観察をもとにして、推定した板前1の製作工

程が第 4図である。加工前の飯石の用い方については、

近江八幡市岩倉産の石村で作られた蒲生郡蒲生町下麻

生の文保 2 (1318)年銘をもっ赤人寺七重絡め笠より

復原した原石加工法と、 2基本的に変わるところはない。

年 代近江の石造美術の編年鋭からみると、小形鈎

略化した機造や乎法からみて、室町時代後期の天文年

間頃一一16世紀前半のものであろう。妙栄寺遺跡のjJR

t躍の形成、廃絶からみても、年代的に矛盾するもので

はない。

4.小結

袋町時代になって、近江各地で小tf~石塔造立の}!Plが

流行するようになると、当然その素材も小形化したは

ずである。鎌倉時代や衛北朝|時代の大形の3i::l1苔やさ主俊

A.妙楽寺遺跡

B.犬上川石材採集侯織地

C.字曽}II石材採集候織地

(川は改修されており観祭

できないが、この付近の土

居断面に玉石が露出してい

る)

D.近江八幡市岩倉

第 5図 ;明東流紋岩介布図

(r滋賀県富科事典JP 295に加筆)

印熔などの苦1\材より、よリ小Jr~で、あるいは厚さの薄

い石材で、五輪絡の部付や板碑などが作られる ように

なってくる。そうすると、政王や岩倉など比較的大き

な石材が採れる場所でなくとも、条件にかなった小形

の石材が鐙穫に入手できる:場所であれば、石工さえ移

動すれば大量に製作することは可能である。おそらく、

小形石熔め書需要の増加が、これまで石組みや石被みな

ど土木 ・建築用にしか使用きれなかった湖東流紋岩の

河原石を、 J采』ミの~易さ、小形石F菩の製作にi鐙した大

きさ、花尚岩に劣らぬ石質などの手Jj.吹から、不f造品加

工用素材として見直されたものと思われる。

iMl来t耐え岩の分布は、第5図にみられるように県下

でも限られた地域から産出する。しかも河原石となる

と、さらに産地が限定されよう。妙栄寺巡湖、から近い

所では、犬上川ゃ司王包1)11などが鈴鹿山地の山霊堂から扇

状地へlおた中流部が候補地にあげられる。ただし現状

では、犬上川では現在も線石が可能であるが、字曽川

は河川i改修がなされており、河原の状況が大きく変化

している 。 しか し 、扇状地温iでの池山の銘~fl をみる と、

加工可能な大きさの玉石が多く含まれておリ、比較的

谷易に採楽できるように忠われQ。

今後、詰i}]};R流紋岩製石造品の分布図の破認と、採石

織の発見は、中t生後半の石工の実態を係るうえで護袈

な線題といえよう。 (兼康保lyoj) 
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